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近代大阪の歩みと変遷景観
The Process of Growth and Cityscape Transition in Modern Osaka
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現代日本における大都市の多くは明治期以降の近代化で目覚ましい成長を遂げた.とくに第二次大戦後の戦災復興や高
度経済成長を経て,都市の空間構造は劇的に変化している.そのため,近代化の過程で築き上げられた往時の景観を現代都
市空間においてうかがい知ることが困難となりつつある.このような背景のもと,都市基盤整備が沈静化した近年,わずか
に現存する歴史環境を活用したまちづくりや観光事業が数多く展開されており,歴史に対する関心が少しずつ高まりをみ
せている.つまり,都市の資産として歴史環境を保全・復元することが今後ますます重要になるといえる.一方,高度情報
化社会の真っ只中にある近年では空間情報技術も急速に普及し,GISの利用がより身近になっている.とくに,変遷分析の
ような長期的な時空間情報の処理を可能とすることから,歴史研究の分野においてGISが有効なツールとして活用されて
いる.
研究の対象地となる大阪は江戸期より水辺を活用することで水都として栄えたが,今では関西圏の公共交通機関の結節

点が集積し,高層ビルが林立する近代都市へと変化している.そこで,本研究では GISや CAD/CGといった空間情報技術
を活用することで,近代化をはじめる明治期以降の大阪の歴史的変遷を明らかにする.くわえて,近代化の過程で発生・消
失した都市空間を再認識するとともに歴史環境として復元することを目指している.
都市変遷を把握するにあたって,その長期にわたる変化を効率良く整理することが必要となる.そこで,近代化の兆候が

見られはじめる明治中期,後期,大正期,昭和初期,戦後復興期,高度成長期の６期を本研究で用いることにした.これら地
形図より市街地と湿地を読み取り,空間データを作成した.このデータと過去に作成された河川・鉄道データベースを用
いることで都市変遷データベースを構築した.本データベースを用いて変遷を示した結果,現在,大阪市内で最大流域を誇
る淀川は明治後期に形成された河川であることが把握できた.そして,明治初期から戦前までは梅田に堂島掘割が形成さ
れており,現代とは異なる特徴的な空間が形成されていたことが考えられる.さらに,市街地に着目すると,梅田を中心と
する旧淀川右岸地域はほか地域と比べてもいち早く市街化している.それと同時に,既成市街地内では近代化にともない
頻繁に市街地の更新が起きており,旧淀川流域周辺では景観的にも変化が生じている可能性があると推測された.これら
の結果から,本研究では梅田,旧淀川流域に着目し,３次元都市モデルを構築することで変遷景観シミュレーションを行う
ことにした.
都市モデルの構築にあたって,まず,地形モデルを作成した.作成範囲は先行研究の知見である大阪の最大視認距離を考

慮した 140km四方を参考に,数値地図 250m（標高）と数値地図 50m（標高）を併用して作成した.地物モデルは,CAD/CG
により代表的地物と町家モデルを作成している.なお,代表的地物として梅田では大阪駅,旧淀川流域では造幣局を選定し,
史料をもとに詳細に復元した.シミュレーションを行った結果,近代化にともなう梅田と旧淀川流域の変遷景観を可視化
させることができた.
本研究では空間情報技術を用いたことで近代化にともなう大阪の変遷を明らかにし,３次元景観シミュレーションに

よって近代化にともなう歴史的変遷を視覚化した.くわえて,大阪の歴史環境として３次元都市モデルを構築し,デジタル
アーカイブとして復元した.今後の課題として,把握した大阪の変遷過程をアニメーションに展開し,表現力豊かな意思伝
達ツールを構築することが必要である.また,歴史環境としてストックした 3次元モデルの精度向上の必要性が挙げられ
る.
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